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年
初
早
々
の
1
月
15
日
、
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
が
目

標
の
30
万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ド
ナ
ー
登
録
の
拡
大
に

ご
尽
力
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
移
植
を
受
け
ら

れ
る
患
者
さ
ん
が
希
望
者
の
６
割
に

満
た
な
い
と
い
う
事
実
は
、
真
に
患

者
さ
ん
の
役
に
立
つ
骨
髄
バ
ン
ク

を
め
ざ
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、

既
に
30
万
人
と
い
う
数
字
が
真
の
目

標
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
が
め
ざ
す
べ
き

骨
髄
バ
ン
ク
の
姿
は
、
昨
年
９
月
の

造
血
細
胞
移
植
医
療
将
来
像
検
討
会

議
の
報
告
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
と

お
り
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
30
万
人
到
達
を
真
に

患
者
さ
ん
の
役
に
立
つ
骨
髄
バ
ン
ク

を
め
ざ
す
第
２
の
出
発
点
と
し
て
位

置
付
け
、
今
後
も
全
国
の
み
な
さ
ま

と
共
に
こ
の
運
動
を
続
け
て
い
く
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
理
事
長　

中
野
勝
博
）

　

昨
年
12
月
の
全
国
協
議
会
理
事
会

に
お
い
て
、財
団
よ
り
（
仮
称
）「
骨

髄
バ
ン
ク
草
の
根
活
動
推
進
事
業
」

要
綱
（
案
）
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

内
容
は
、
ド
ナ
ー
登
録
会
の
実
施
業

務
お
よ
び
啓
発
活
動
と
し
て
の
語
り

部
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の

委
託
で
す
。
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の

い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
く
多
く
の
患
者
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
よ

り
一
層
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
イ
ル
積
み

増
し
が
必
要
で
す
の
で
、
是
非
ご
協

力
下
さ
い
。

　　

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
イ
ル
の
利
用
基

準
等
に
つ
い
て
は
、
全
国
協
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

去
る
11
月
29
日
、
大
谷
会
長
の
代

理
と
し
て
上
宮
学
園
上
宮
高
等
学
校

（
大
阪
市
）
を
訪
問
し
、
ノ
ー
ス
ウ

エ
ス
ト
航
空
の
マ
イ
レ
ー
ジ
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
お
礼
に
、
感
謝
状
を

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
校
の
特
別
コ
ー
ス
の
生
徒
さ
ん

が
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
（
Ｎ
Ｗ
）
航
空

を
利
用
し
て
米
国
東
海
岸
へ
の
修
学

旅
行
を
計
画
し
た
折
に
、
旅
行
社
か

ら
、
Ｎ
Ｗ
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
イ
ル
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
が
あ
っ
た
こ
と
、

同
校
の
相
本
教
諭
が
大
谷
会
長
の
幼

馴
染
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
生
徒

さ
ん
の
お
ひ
と
り
が
難
病
の
た
め
修

学
旅
行
に
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
こ

お
昼
に
解
散
し
ま
し
た
。
討
議
の
中

で
「
私
た
ち
が
望
ん
で
実
現
し
た
財

団
の
現
在
の
体
た
ら
く
状
態
を
何
と

か
し
な
く
て
は
！
」
と
い
う
声
が
印

象
的
で
し
た
。 

（
岩
手
・
橋
本
）

●
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

　

１
月
19
日
、
宮
崎
県
男
女
参
画
セ

ン
タ
ー
に
て
実
に
４
年
ぶ
り
と
な
る

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
沖
縄
、
福
岡
、

佐
賀
、
リ
ボ
ン
の
会
、
熊
本
、
鹿
児

島
、
宮
崎
の
７
団
体
17
名
と
将
来
像

検
討
会
議
か
ら
２
名
の
計
19
名
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
各
地
か
ら
特
色
あ

る
活
動
が
報
告
さ
れ
、
質
問
な
ど
も

飛
び
交
い
貴
重
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
は
医
療
現
場
で
抱
え
る

問
題
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。
献
血
併

行
登
録
会
を
生
み
出
し
た
沖
縄
の
会

ド
ナ
ー
登
録
30
万
人
到
達
を
新
た
な
出
発
に

ド
ナ
ー
登
録
の
事
業
主
体
は
、誰
？
／
安
易
な
委
託
提
案
に
申
し
入
れ

事
業
の
目
的
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
連
携
を
図
り
、
資
金
面
か
ら
も

協
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

  

し
か
し
真
相
は
、
公
共
広
告
機
構

か
ら
広
告
継
続
を
打
ち
切
ら
れ
、
宙

に
浮
い
た
普
及
啓
発
費
の
使
途
を
考

え
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
動

機
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
内
容
も
財

団
の
事
業
主
体
と
し
て
の
責
任
を
う

や
む
や
に
す
る
も
の
で
あ
り
受
け
入

れ
難
く
、
全
国
協
議
会
と
し
て
申
入

れ
を
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
患
者

や
ド
ナ
ー
が
不
在
の
連
携
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
四
方
田
）

　

00
年
１
月
に
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航

空
「
エ
ア
ケ
ア
ー
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ

イ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
パ
ー
ト
ナ
ー

に
選
ば
れ
て
か
ら
、
07
年
12
月
ま
で

に
約
1
0
0
0
万
マ
イ
ル
が
全
国
協

議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

02
年
に
別
の
航
空
会
社
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
マ
イ
ル
で
、
血
液
疾
患
の
治
療

や
経
過
観
察
の
た
め
の
患
者
、
付
き

添
い
家
族
等
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
期
間
限
定
だ
っ
た
こ
と

と
、
航
空
会
社
の
合
併
に
よ
り
継
続

し
た
活
動
に
出
来
な
い
ま
ま
、
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
月
以
降
、
い
く
つ
か
の
高

校
か
ら
修
学
旅
行
実
施
時
の
マ
イ
ル

が
寄
せ
ら
れ
た
り
、
機
内
誌
で
の
広

報
活
動
に
よ
り
、
07
年
中
に
40
件

の
個
人
の
方
々
か
ら
の
提
供
も
あ

り
、
現
在
5
8
5
万
マ
イ
ル
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
マ
イ
ル
が
全
国
協
議
会
分
と

し
て
貯
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
も
強
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
マ
イ
ル
を
使
用
し
て
の
患
者
支

援
活
動
を
、
再
開
し
た
い
と
考
え
て

の
「
登
録
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
現
在
は
日
赤
の

業
務
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う

報
告
に
は
、
将
来
像
の
報
告
書
に
も

出
て
く
る
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
る

べ
き
姿
】
が
既
に
実
行
さ
れ
て
い
て

一
同
驚
き
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
鹿
児
島
の
代
表
か
ら

の
「
明
日
20
日
は
将
来
像
メ
ン
バ
ー

名
川
さ
ん
の
移
植
か
ら
13
回
目
の
誕

生
日
で
す
！
一
日
早
い
け
れ
ど
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
サ
プ
ラ
イ

ズ
な
提
案
に
、
名
川
さ
ん
も
「
恋
人

で
も
な
い
の
に
よ
く
覚
え
て
ま
し
た

ね
」
と
苦
笑
。
急
遽
ケ
ー
キ
が
準
備

さ
れ
、
13
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
炎
を

見
つ
め
な
が
ら
大
合
唱
♪
と
い
う
心

温
ま
る
ひ
と
コ
マ
も
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
将
来
像
の
意
見

交
換
会
が
【
患
者
支
援
、
ド
ナ
ー
支

援
】
と
い
う
原
点
の
も
と
で
熱
く
進

ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
東
国
原
知

事
の
退
庁
現
場
を
目
撃
し
た
メ
ン

バ
ー
も
お
り
最
後
ま
で
話
題
は
尽
き

ず
。
九
州
の
熱
い
メ
ン
バ
ー
の
み
な

さ
ん
！
ま
た
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
宮
崎
・
中
村
）

 2008年1月7日
財団法人骨髄移植推進財団
理事長　　正岡　徹　様
 特定非営利活動法人
 全国骨髄バンク推進連絡協議会
 理事長　中野　勝博

（仮称）「骨髄バンク草の根活動推進事業」要綱（案）に関する申し入れ

謹啓　貴財団におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
さて、昨年12月16日に、貴財団平井常務理事より（仮称）「骨髄バンク草の根活動推
進事業」要綱（案）（以下、草の根事業（案））の説明を受けました。その場の議論で
当協議会としては、①ボランティア団体のドナー登録会業務受託の取りまとめを引き
受けることはできない、②登録会会場での普及啓発には協力できることをお話し、当
面は②について取り組み、その他の草の根事業の可能性については別途両者で検討す
ることで合意いたしました。
　しかしながら、その後、貴財団の常任理事会に同様の提案がなされ、さらには陽田
常任理事から再考の必要ありとの意見が提出されたにもかかわらず、将来展望会議に
おいても同事業（案）が示されたましことは、当協議会との合意を無視するものであ
り、誠に遺憾であります。
　つきましては、当協議会といたしましては「草の根事業」（案）に関し、下記事項
を申し入れますので、ご理解のうえ、同事業について再検討していただきますようお
願い申し上げます。　
 謹白

記

1. ドナー登録会を主催できるのは財団、日本赤十字社ならびに地方自治体であり、
ボランティア団体が主催することはできません。たとえ共催としても、貴財団が
実体として直接関与できる体制になければ、実質的にボランティア団体への業務
丸投げであるといわざるを得ません。

2. ボランティア団体が登録会業務を受託することにより、本来ドナー登録受付の実
施担当である日本赤十字社ならびに地方自治体の責任意識低下が懸念されます。
ボランティアを取り込むことよりも前に、これら担当機関の主体的取り組みを図
るべきです。

3. これ以上ボランティア依存が拡大すると、ボランティア団体による本事業の継続
が困難になった場合に、ドナー登録に支障をきたすことが容易に想像されます。

4. ドナー登録会を企画できる地区普及広報委員ならびに説明員は貴財団が個人に対
して委嘱しているものであり、その関係にボランティア団体は直接関与しており
ません。地区普及広報委員・説明員とボランティア団体は区別しなければなりま
せん。

5. 上記理由により、ボランティア団体は登録会業務に関与すべきではないと考えて
おります。したがいまして、当協議会はドナー登録会業務委託の取りまとめ役に
は応じられません。

6. 普及啓発活動はボランティア団体活動の主目的のひとつであることから、登録会
会場における呼びかけ等については、従来どおり、できる限り協力いたします。

 以上

Ｎ
Ｗ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ

マ
イ
ル
を
活
か
し

患
者
支
援
活
動

骨髄バンクの最新情報をお知らせする ────────────────── 骨髄バンクＮＯＷ
●ドナー登録者が30万人達成、年間移植例
数も最多の999例
　本年1月15日、ドナー登録者が30万人
に到達しました。また、平成19年の年間
骨髄移植例数は過去最多の999例でした。
　平成19年に登録された国内患者（1,692
名）の内、93.5%の方に一人以上のドナー
候補者が見つかっていますが、同年中に
移植に至られた方の数は6割弱にとどまっ
ています。一人でも多くの患者さんの骨
髄移植が実現するように努めてまいります。
●骨髄バンク推進全国大会開催案内
　今年は『ありがとうドナー登録30万人』
のタイトルで開催いたします。式典の他、
血液内科専門医師による骨髄バンク講座、
患者さんからのメッセージ、ドナー体験
者のインタビューなどを行います。どな
たでもご自由にご来場いただけます。
■日 時 2月9日（土曜） 13:00～16:30
■会 場 池坊お茶の水学院（千代田区神田
駿河台2-3）JR、東京メトロ「御茶ノ水」

駅徒歩5分
■ プ ロ グ ラ ム 第1部/式 典（13:00～
13:30） 第2部/大会イベント（13:30～
15:20）
分科会場（13:00～16:30）「ドナー体験
コーナー」「展示コーナー」
●平成20年度移植対策関係予算当初内示
　12月20日に内示され、骨髄移植対策費
は11億7400万円で、19年度に比べ700万
円の増額でした。骨髄移植推進財団関係
は4億6386万円で、コーディネーターの
増員や骨髄提供登録者のフォローアップ
事業など646万円が増額されました。

●医療保険の適用拡大を求める署名、参
議院議長へも提出
　平成20年度の診療報酬改定に向けて、
非血縁者間骨髄移植にかかる医療保険の
適用範囲拡大を内容とする署名活動を進
めてきましたが、衆議院に続き、12月20
日に江田参議院議長に請願書（※）を提
出しました。1月10日に参議院、11日に
衆議院の各厚生労働委員会で請願が採択
されました。
※署名総数/458,577名（内訳:衆議院議長
宛/229,503名、参議院議長宛/229,074
名）

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*1）17年3月～　*2）51歳以上ドナーの延長数　*3）51歳以上ドナーの新規登録数　*4）17年9月～

《財団マンスリーレポート（1月15日発行）より抜粋》

◆日本骨髄バンクの現状（平成19年12月末現在）
 11月 12月 現在数 累計数
ドナー登録者数 4,033 3,099 299,777 378,459
患者登録者数 173 178 2,353 24,106
骨髄移植例数 91 63 － 8,965
20歳未満ドナー － 166 6,773*1 －
51歳以上ドナー 183*2 122*3 9,499*4 －

と
か
ら
、
当
協
議
会
へ
チ
ャ
リ
テ
ィ

マ
イ
ル
を
提
供
し
て
下
さ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｎ
Ｗ
航
空
の
高
橋
様
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
西
日
本
の
溝
端
様
に
も
ご
同
行

い
た
だ
き
、
土
井
校
長
先
生
、
生
徒

さ
ん
の
代
表
の
皆
さ
ん
ら
と
懇
談
い

た
し
ま
し
た
。

　

上
宮
高
校
は
創
立
１
１
７
年
を
誇

る
浄
土
宗
の
男
子
校
で
、
高
校
野
球

等
の
名
門
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
建
学
の
精
神
で
命
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
謳
っ
て
お
り
、
今
後
も
広

く
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
イ
ル
の
提
供
を
呼

び
か
け
て
下
さ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

（
副
会
長
・
三
好
）

●
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

  

１
月
19
日
〜
20
日
、
岩
手
県
紫
波

町
の
ラ
フ
ラ
ン
ス
温
泉
で
ブ
ロ
ッ
ク

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
北

６
県
の
加
盟
団
体
の
ほ
か
、
中
野
全

国
協
議
会
理
事
長
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
総
勢
40
名
で
し
た
。
１
日
目
は

理
事
長
か
ら
基
調
講
演
、
四
方
田
氏

よ
り
将
来
像
検
討
会
議
の
報
告
と
解

説
が
あ
り
、
そ
の
後
討
議
に
入
り
ま

し
た
。
懇
親
会
も
討
議
の
延
長
で
盛

り
上
が
り
、
情
報
交
換
や
議
論
が
深

夜
ま
で
続
き
ま
し
た
。
２
日
目
は
調

整
医
師
よ
り
移
植
現
場
の
諸
問
題

や
事
例
紹
介
、
菅
事
務
局
長
よ
り
協

議
会
か
ら
の
お
願
い
事
項
や
財
団
と

の
経
過
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
後
、

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
3

上
宮
高
等
学
校
の
皆
さ
ま

マ
イ
レ
ー
ジ
あ
り
が
と
う
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

た
っ
く
マ
マ
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

　

寄
付
一
覧
の
『
た
っ
く
マ
マ
の
投

稿
募
金
』
と
い
う
お
名
前
に
お
気
づ

き
で
し
ょ
う
か
？

　

お
子
さ
ん
が
生
後
9
カ
月
で
白
血

病
に
か
か
り
、
懸
命
な
闘
病
生
活
を

経
て
、
先
々
月
10
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
命
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
、

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
よ
う
と
思
っ

た
も
の
の
、
輸
血
歴
が
あ
っ
た
た
め

に
断
念
し
ま
し
た
。
あ
る
日
、
全
国

協
議
会
の
財
政
難
を
知
り
、
募
金
に

よ
る
協
力
を
思
い
立
っ
た
の
で
し
た
。

  

自
分
の
財
布
か
ら
募
金
す
る
も
の

の
、
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
そ
の
額
は
募
金

掲
示
板
の
書
き
込
み
件
数
か
ら
算

出
し
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
か
ら

始
ま
っ
て
1
年
余
り
。
ア
ク
セ
ス

　　　    12月17日～1月20日   　　　
株式会社サクラホーム 現金 10,000円
いのちの船「大幸丸」 現金 100,000円
たっくママの投稿募金12月分
 現金 5,567円
豊島区明るい社会づくりの会
 現金 100,000円
有限会社中部リペア 現金 10,000円
加須青年会議所 現金 140,613円
クリスマスチャリティライブ for
　骨髄バンク募金箱 現金 10,561円
谷口修一 現金 2,000円
山崎裕一 現金 2,000円
村 徹 現金 2,000円
山本和広 現金 20,000円
圷見有喜 現金 3,000円
櫻井康司 現金 30,000円
武田神楽 現金 5,732円
飯島孝枝 現金 2,240円
鈴木純子 現金 1,340円
菅早苗 現金 1,000円
米倉正子 現金 10,000円
塩谷 圭 現金 1,000円
サイトー、ハンス、ランゲル 現金 500円
白相浩二 現金 10,000円
堀江英二 現金 5,000円

●白血病患者支援基金
プルデンシャル生命保険株式会社
 現金 2,470,000円
やきとり「おばこ」 現金 17,000円
ファミリーマート啓友深谷上柴店
 現金 10,861円
山そば 現金 13,140円
足立眼科医院 現金 9,858円
ファミリーマートFC池ノ上駅北口店
 現金 2,765円
渡辺材木店 現金 4,233円

●佐藤きち子患者支援基金
日根和美 現金 10,000円
匿名 現金 60,000円
佐々木文子 現金 2,259円
株式会社グルメシティ北海道万代店
 現金 1,587円
すみれ薬局 現金 7,382円
箱根駅伝宮ノ下募金箱 現金 54,500円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

19
年
度「
愛
の
鳩
賞
」

や
ま
が
た
の
会
が
受
賞

山形

数
は
３
万
２
千
件
、
募
金
総
額
は

７
万
９
千
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

  

ご
本
人
は
皆
さ
ん
か
ら
言
葉
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
励
み
と

な
る
そ
う
で
す
。
そ
の
熱
い
お
気
持

ち
に
感
謝
で
す
。 

（
有
吉
）

そ
の
37

足
立
眼
科
医
院

 

（
北
海
道
帯
広
市
）

　

足
立
眼
科
医
院
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
病
院
の
副
院
長
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
の
支
部
長
を
し
て
お

ら
れ
る
ご
縁
で
、
こ
の
募
金
箱
が
お

か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
院
内
に
は

骨
髄
バ
ン
ク
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、

チ
ャ
ン
ス
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
に
い
ら
し
た
患
者
さ
ん
が
、
そ

の
後
ド
ナ
ー
登
録
し
て
下
さ
っ
た
り
、

移
植
を
受
け
た
患
者
さ
ん
が
声
を
か

け
て
下
さ
っ
た
り
と
大
き
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
受
付
・
会
計
・

看
護
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
け
れ
ど
、
で

も
骨
髄
バ
ン
ク
の
こ
と
を
沢
山
勉
強

し
て
お
ら
れ
、
募
金
の
受
付
や
チ
ャ

ン
ス
の
配
布
、
そ
の
他
ち
ょ
っ
と
し

た
相
談
な
ど
に
も
対
応
し
て
頂
い
て

い
る
の
で
す
。
受
診
を
終
え
ら
れ
た

患
者
さ
ん
達
も
、
お
会
計
の
あ
と
な

ど
に
快
く
募
金
し
て
下
さ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
募
金
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
沢
山
の
方
の
応
援
が

頂
け
れ
ば
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
小
川
）

　

穏
や
か
な
天
候
と
は
裏
腹
に
、
過

酷
な
ま
で
の
熱
い
レ
ー
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
数
々
の
ド
ラ
マ
が
そ
の
歴

史
に
書
き
加
え
ら
れ
た
新
春
恒
例
の

第
84
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝

競
走
を
、
テ
レ
ビ
で
観
戦
さ
れ
た
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

お
正
月
を
病
室
で
過
ご
さ
れ
る
患

者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
に
、
元
気
を

届
け
た
い
…
…
そ
ん
な
思
い
で
六

年
前
に
始
め
ら
れ
た
、
コ
ー
ス
沿
道

で
の
の
ぼ
り
旗
に
よ
る
普
及
啓
発
活

動
。
こ
れ
ま
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
で
の

参
加
で
し
た
が
、
７
年
目
の
今
年

は
、
全
国
協
議
会
の
事
業
の
一
環
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
日
比
谷
通

り
・
港
区
勤
労
福
祉
会
館
前
、
箱
根

宮
ノ
下
・
富
士
屋
ホ
テ
ル
前
等
に
総

勢
20
余
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
結
集

し
、
の
ぼ
り
を
掲
げ

ま
し
た
。
今
回
も
関

東
学
生
陸
上
競
技
連

盟
（
以
下
敬
称
略
）、

各
大
学
陸
上
競
技
部

員
、
小
田
原
・
鈴
廣
、

宮
ノ
下
ネ
ク
ス
ト
、

箱
根
消
防
署
、
箱
根

恵
明
学
園
等
の
ご
協

力
を
得
た
他
、
プ
ル

　

イ
オ
ン
株
式
会
社
が
地
域
社
会
貢

献
活
動
団
体
に
助
成
を
行
な
う
「
イ

オ
ン
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
一
昨
年
よ
り
応
募
し
、

年
２
回
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

毎
月
11
日
の
イ
オ
ン
・
デ
ー
に
発

行
さ
れ
る
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
を
、
各

活
動
団
体
の
投
函
箱
に
入
れ
て
戴
く

と
、
レ
シ
ー
ト
合
計
金
額
の
１
％
相

当
の
商
品
を
寄
付
し
て
戴
け
る
と
い

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

神
奈
川
骨
髄
移
植
を
考
え
る
会
で

は
、
毎
月
11
日
に
ジ
ャ
ス
コ
大
和
鶴

間
、
相
模
原
、
秦
野
の
各
店
へ
会
員

が
出
か
け
、
骨
髄
バ
ン
ク
支
援
・
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
レ
シ
ー
ト
を
投
函
箱
に

入
れ
て
戴
く
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
当
会
で
使
う
文
具
、

パ
ソ
コ
ン
の
消
耗
品
他
を
戴
い
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
続
い
て

い
る
間
は
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
予
定

で
い
ま
す
。 

（
神
奈
川
・
岩
崎
）

　

県
民
が
地
道
に
取
り
組
む
地
域

福
祉
活
動
を
顕
彰
す
る
平
成
19
年

度
「
愛
の
鳩
賞
」（
主
催
：
財
団
法

人
山
新
放
送
愛
の
事
業
団
、
山
形
新

聞
、
山
形
放
送
）
に
、
骨
髄
バ
ン
ク

病
室
に
届
け　

ラ
ン
ナ
ー
の
元
気
!!

　

1
月
21
日
、
大
谷
会
長
と
大
橋
理

事
の
二
名
が
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生

命
保
険
首
都
圏
第
5
支
社
を
訪
問

し
、
同
社
の
三
森
社
長
よ
り
白
血
病

患
者
支
援
基
金
へ
2
4
7
万
円
の
ご

寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
お
正
月
に
行
わ
れ
る
箱
根
駅
伝

で
の
協
議
会
の
活
動
に
賛
同
す
る

同
社
が
、
独
自
の
方
法
で
ご
支
援
下

さ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
同
社
で
は
、

主
に
東
京
・
神
奈
川
に
在
住
の
社
員

の
多
く
が
、
そ
の
ご
家
族
を
も
巻
き

込
ん
で
駅
伝
コ
ー
ス
沿
い
で
の
ぼ
り

を
掲
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
今
年

も
、
参
加
さ
れ
た
社
員
数
に
一
万
円

を
乗
じ
た
金
額
を
ご
寄
付
下
さ
い
ま

し
た
。
三
森
様
は
じ
め
同
社
の
皆
様

の
尊
い
お
志
を
、
今
後
の
活
動
に
役

立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

を
支
援
す
る
や
ま
が
た
の
会
が
選
ば

れ
、
去
る
12
月
17
日
、
山
形
メ
デ
ィ

ア
タ
ワ
ー
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

や
ま
が
た
の
会
の
受
賞
は
、
県
内

各
地
で
の
献
血
併
行
型
ド
ナ
ー
登
録

会
の
開
催
に
よ
り
、
ド
ナ
ー
登
録
者

数
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
、
白
血
病
な

ど
の
血
液
疾
患
治
療
に
寄
与
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
度
の
受
賞
は
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

生
き
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
、
救
い
た
い
と
願
う
患
者
家
族

の
思
い
を
叶
え
て
あ
げ
た
い
、
そ
の

気
持
ち
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。 

（
や
ま
が
た
・
小
野
寺
）

　

1
月
16
日
、
県
の
主
催
で
「
愛
知

県
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
調
整
会
議
」
が

開
催
さ
れ
、
当
会
も
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
会
は
行
政
（
県
、
名
古

屋
市
、
岡
崎
市
、
豊
田
市
、
豊
橋
市
）、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
3
3
4
-A
地

デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
全
社
を
挙
げ

て
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
沿
道
各
所

に
数
百
本
も
の
の
ぼ
り
を
は
た
め
か

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
往
路
の

富
士
屋
ホ
テ
ル
前
で
は
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
配
布
や
募
金
活
動

も
行
い
ま
し
た
。

　

タ
ス
キ
を
胸
に
疾
走
す
る
各
校
の

ラ
ン
ナ
ー
に
、
ド
ナ
ー
と
患
者
さ
ん

の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
声
援
を
送
っ

た
二
日
間
で
し
た
。 

（
品
川
）

強
い
味
方
だ
！

黄
色
い
レ
シ
ー
ト

神奈川

区
四
献
委
員
長
、
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
、
骨
髄
移
植
推
進
財
団
関
係

者
、
県
学
生
献
血
連
盟
、
名
古
屋
商

工
会
議
所
、
県
青
年
団
協
議
会
、
日

本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会
、
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
な
ど
が
、
今
ま
で
の
骨
髄

バ
ン
ク
に
関
す
る
取
り
組
み
、
今
後

の
予
定
な
ど
を
報
告
、
検
討
す
る
会

議
で
、
今
年
で
13
年
目
に
な
り
ま
す
。

多
分
野
の
関
係
者
が
県
の
主
導
で
一

同
に
会
す
る
貴
重
な
会
で
あ
り
、
継

続
し
て
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
30
万
人
は
達

成
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
一
つ
一
つ

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。 

（
あ
い
ち
・
水
谷
）

継
続
は
力
な
り

推
進
調
整
会
議
開
催

愛知

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
社
の

皆
さ
ま
の
暖
か
な
お
志

役
立
て
ま
す
!

　

１
月
11
日
午
後
、
骨
髄
移
植
推
進

財
団
の
要
請
で
第
二
回
の
会
合
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　

財
団
か
ら
請
願
署
名
の
結
果
報
告
、

将
来
展
望
に
関
す
る
検
討
、
全
国
大

会
概
要
に
関
し
て
説
明
を
受
け
、
そ

の
後
は
自
由
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

全
国
協
議
会
と
し
て
は
、
登
録
会

を
本
来
業
務
と
し
て
担
う
べ
き
方
達

に
や
っ
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
い
う

正
常
な
形
に
早
く
し
て
欲
し
い
こ
と
、

第
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
に
参
加

ド
ナ
ー
都
合
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の

中
止
理
由
な
ど
、
細
か
な
分
析
を

行
い
、
移
植
率
向
上
の
た
め
に
必
要

な
具
体
的
解
決
方
法
（
ド
ナ
ー
休
暇

制
度
導
入
の
促
進
な
ど
）
を
働
き
か

け
て
欲
し
い
こ
と
、
今
後
H
L
A
の

デ
ー
タ
を
４
桁
化
す
る
た
め
に
、
以

前
か
ら
の
２
桁
ド
ナ
ー
の
呼
び
出
し

を
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
そ

の
際
に
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
意
志
確

認
を
財
団
の
責
任
で
徹
底
し
て
行
う

こ
と
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。 

（
菅
）


